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神奈川県立図書館・公文書館合同展示 

明治 新 時代 神奈川の風景 
展示期間：平成 30 年 2 月 9 日（金）～5 月 9 日（水） 

会 場 ：神奈川県立図書館 本館１階展示コーナーほか 

展 示 目 録 

※ 会期中に展示替えを行う資料は、｢資料番号｣の下に展示期間を前 後で示しています。 

前：平成 30年 2月 9日（金）～ 3月 21日（水・祝） 

後：平成 30年 3月 22日（木）～ 5月 9日（水）   

1．交通（京浜間蒸気船、鉄道(１)）〔県立図書館が担当する のぞきケース内の展示資料〕 

資料番号：資料名 

     出典資料、著作者、出版年 

     【所蔵機関、入手元】 

１－１：『東京横浜往返蒸気船ノ図』 

 前  一曜斎国輝（２代）画、加賀屋吉兵衛、明治初年 

 【県立図書館所蔵 K72.1/12 常置】 

１－２：『横浜東京往返蒸気フンジン船』 

 後  岡取和助・岡取信之助、明治 3(1870)年 

【県立図書館所蔵 K68.1/25 常置】 

１－３：『東京横浜間往復汽船（広告）』 

 後  伊藤廻漕店、明治初年 

     【県立図書館所蔵 K68/24 常置】 

１－４：『蒸気車出発 時刻 賃金付』〔複写〕 

歌川広重（３代）画、若狭屋与市、明治 5(1872)年 

    【県立図書館所蔵 K72/4 常置】 ※壁面に額装 

１－５：『横浜新海地高島町鉄道之真景』 

 前  歌川豊国（２代）画、辻岡屋亀〔吉〕 

【県立図書館所蔵 K72.13/12 常置】 

１－６：『河崎鶴見川蒸気車之図』 

 後  歌川広重（３代）画、辻左屋文助、明治 5(1872)年 

   【県立図書館所蔵 K72.21/2 常置】 

１－７：『エドモンド・モレルの碑建設記念』 

モレル記念碑建設委員会、昭和 33(1958)年 

    【県立図書館所蔵 K28.1/420 常置】 

１－８：「明治 30年頃の山北駅構内」 

（『御殿場線物語―旧東海道本線各駅停車の旅―』文化堂印刷、平成 13(2001)年）より 

      【県立図書館所蔵 K68/355A 常置】 
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1．交通（京浜間蒸気船、鉄道(１)）〔県立図書館が担当する“解説パネル”に使用した画像の

出典〕 

“新たな交通手段の出現” 「横浜往返寿古録」 

   歌川広重（３代）画、明治 3(1870)年 (『横浜もののはじめ考 ３版』横浜開港資料館編・刊 

平成 22(2010)年)  

   【県立図書館所蔵 K26.1/71A 常置】 

“京浜間蒸気船” 『東京横浜往返蒸気船ノ図』 

   （展示資料１－１と同じ） 

“鉄道の開業” ｢第 17号機関車｣ 

    (『開化写真鏡－写真にみる幕末から明治へ－』大和書房 昭和 50(1975)年) 

【県立図書館所蔵 K74/12 常置】 

 
2．交通（鉄道(2)、乗合馬車、人力車）、電信、洋式灯台〔県立図書館が担当する のぞ

きケース内の展示資料〕 

資料番号：資料名 

     出典資料、著作者、出版年 

     【所蔵機関、入手元】 

２－１：『六郷川蒸気車往返之全図』 

 前  歌川広重（３代）画、上州屋金蔵、明治 4(1871)年 

【県立図書館所蔵 K72.21/6 常置】 

２－２：『横浜商館並ニ弁天橋図』 

 後  歌川国鶴 画、丸屋鉄次郎、明治 8(1875)年 

【県立図書館所蔵 K72.13/7 常置】 

２－３：「観音埼灯台 写真(建設時、完成後)」 

    （『すべては製鉄所から始まった―Ｍade in Japanの原点―』横須賀市自然・人文博物館、

平成 27(2015)年） 

    【県立図書館所蔵  K55.31/57 常置】 

２－４：『日本名勝図絵 観音崎』 

 前  小林清親 画、松本平吉、明治 30(1897)年 

【県立図書館所蔵 K72.31/1 常置】 

２－５：『東京横浜名所一覧図会 横浜裁判所』 

 前  歌川広重（３代）画、辻岡屋文助、明治 5(1872)年 

【県立図書館所蔵 K72.13/11 常置】 

２－６：『横浜名所一覧』 

 後  松山 画、豊田、明治 9(1876)年 

【県立図書館所蔵 K73.13/1 常置】 

２－７：「伝信局内の作業風景」 

    （『幕末・明治文化変遷史』東洋文化協会、昭和 3(1928)年）より 

    【県立図書館所蔵 210.6/48 常置】 
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2．交通（鉄道(2)、乗合馬車、人力車）電信、洋式灯台〔県立図書館が担当する“解説パ

ネル”に使用した画像の出典〕 

“乗合馬車” 『横浜吉田橋ヨリ馬車道之真景』 

 広重（３代）画、政田屋平吉、明治 4(1871)年、 

   【県立図書館所蔵 K74/12 常置】  

“人力車” 「江の島を望む片瀬東浜の人力車」 

『開化写真鏡－写真にみる幕末から明治へ－ 』大和書房、昭和 50(1975)年 

【県立図書館所蔵 K74/12 常置】 

“洋式灯台の新設” 「工事中の剱埼灯台か」 

『〔復刻版〕THE FAR EAST vol.1』明治 3(1870)年 12月 1日号、雄松堂書店、昭和 50年 

【県立図書館所蔵 K07.1/16/1 常置)】 

“電信線の架設（１）” 『東京横浜名所一覧図会 横浜裁判所』（部分） 

   （展示資料２－５と同じ） 

“電信線の架設（２）” 「電信線架設」 

『〔復刻版〕THE FAR EAST vol.2』明治 4(1871)年 10月 2日号、雄松堂書店、昭和 50年、 

【県立図書館所蔵 K07.1/16/2 常置)より 

“明治期 神奈川県内電信柱・電信線のある風景” 

 Ⓐ「下柏尾村岐路・境木立場(071)」「花水橋（570）」「二ノ宮村汐海橋(579)」 

『明治前期手書彩色関東実測図』迅速測図原図復刻版編集委員会編、日本地図センタ－、 

1991年 【県立図書館所蔵 291.3/106/1 常置】 

 Ⓑ「藤沢宿」「芦ノ湖畔」 

『開化写真鏡―写真にみる幕末から明治へ―』石黒敬七コレクション保存会編､大和書房､ 

1975年、【県立図書館所蔵 K74/12 常置】 

Ⓒ「高麗山」「酒匂川」「塔ノ沢」 

『相模百景』折井太一郎著・出版、1896 年、【県立図書館所蔵 K291/31 常置】 

“明治前期手書彩色関東実測図”  

前掲『明治前期手書彩色関東実測図』より 

 

３．大山の廃仏毀釈〔県立公文書館が担当する のぞきケース内の展示資料〕 

資料番号：資料名 
     出典資料、著作者、出版年 
     【所蔵機関、入手元】 

３－１：『相中留恩記略』、天保 10(1839)年 

有隣堂、昭和 42(1967)年 

    【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K291-0-0009、県立図書館所蔵 K291/98/1 常置】 

３－２：『新編相模国風土記稿』、天保 12(1841)年 

雄山閣、昭和 47(1972)年 

    【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K291-0-0007、県立図書館所蔵 K291/1A3 常置】 
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３－３：「相模国大隅郡大山寺雨降神社真景」、安政 5(1858)年、五雲亭貞秀 

    【県立図書館 神奈川県郷土資料アーカイブ】 

３－４：「阿夫利山留記」、慶応 4(1868)年 5月 1日条 

    【県立公文書館寄託 手中家文書 2199700772】 

３－５：「阿夫利山留記」、慶応 4(1868)年 5月 5日条 

    【県立公文書館寄託 手中家文書 2199700772】 

３－６：「相模国大山不動明王大堂再築建地割但シ、百分一縮図」 

明治 12(1879)年 

    【県立公文書館寄託 手中家文書 2199701082】 

３－７：「大山不動尊大堂」 

明治 17(1884)年 

    【県立公文書館寄託 岩崎家文書 2200440642】 

３－８：『相模国大山大工棟梁手中家資料所在目録稿』 

神奈川県教育委員会、平成 9(1997年  

    【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K02-6.4-0004、県立図書館所蔵 K27.64/18 常置

他】  

３－９：『明王太郎日記』上 堂宮大工が見た幕末維新 

東海大学出版部、平成 29(2017)年 

    【県立図書館所蔵 K25/235/1 常置】 

 

３．大山の廃仏毀釈〔県立公文書館が担当する解説パネル内に掲示した参考画像〕 

３－１：大山寺本堂 

    【公文書館スタッフ撮影】 

３－２：大山寺本尊不動明王座像 

『伊勢原市史』資料編大山、伊勢原市、平成 3(1991)年 

    【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K21-6.4-0001、県立図書館所蔵 K21.64 常置 他】 

３－３：行軍する大山神祇(儀)隊(堀内久勇氏蔵「東征軍東下之図」(部分) 

『市制 50周年記念歴史写真集ふじさわ』、藤沢市、平成 2(1990)年 

    【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K21-5.2-0004、県立図書館所蔵 K74.52/2 常置】 

３－４：明治十一年四月大山再建地宝珠山伽藍地指南 

    【県立公文書館寄託 手中家文書 2199701059】 

３－５：宝珠院本堂平面図 

    【県立公文書館寄託 手中家文書 2199701282】 

３－６：本堂正面右上の獅子像 

    【公文書館スタッフ撮影】 

 

４．小田原の廃城 〔県立公文書館が担当する のぞきケース内の展示資料〕 

資料番号：資料名 
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     出典資料、著作者、出版年 
     【所蔵機関、入手元】 

４－１：小田原城３Dプロジェクト 

小田原市企画部、平成 20（2008）年 
【小田原市ホームページ http://www.city.odawara.kanagawa.jp/odawaracastle/】 

４－２：諸国城郭絵図（正保城絵図）相模国小田原城絵図 

正保元（1644）年以降 
【国立公文書館デジタルアーカイブ】 

４－３：「小田原城廃止につき藩知事より出願」明治 3（1870）年 10月 

片岡永左衛門 編著 小田原市立図書館編『明治小田原町誌 上(小田原市立図書館郷土資

料集成 ; 1)』小田原市立図書館、 昭和 50(1975)年 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K27-7-0004、県立図書館所蔵 K26.7/41 常置】 

４－４：「小田原城天守閣、櫓等買受け書」明治 3（1870）年 11月 10日 

『小田原市史 別編：城郭』、小田原市、平成 7(1995)年、 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K21-7-0002、県立図書館所蔵 K21.7/21/3 常置】 

４－５：小田原旧城周辺の 1/5000迅速測図 

『明治前期手書彩色関東実測図 坤之部』日本地図センター、平成 3(1991)年 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 G29-0-0085、県立図書館所蔵 291.3/106/2 常置】 

４－６：陸軍省城絵図 

『富原文庫蔵 陸軍省城絵図－明治五年の全国城郭存廃調査記録』、戎光祥出版、 
平成 29(2017)年、【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 G29-0-0097】 

４－７：天守台上に建てられた大久保神社 

小田原有信会 編『小田原史蹟名勝写眞誌』、昭和 9(1934)年 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K291-7-0010、県立図書館所蔵 K291.7/11 常置】 

４－８：a「The Town of Odawara」"The Far East"明治 4(1871)年 12月 1日号掲載 

『〔復刻版〕The Far East vol.1～7』雄松堂書店、昭和 49(1974)年 
【県立図書館所蔵 K06.7/4/183 常置】 

４－８：c「Gateway of Odawara Castle」"The Far East"明治 6(1873)年 3月 4日号掲載 

横浜都市発展記念館・横浜開港資料館編『文明開化期の横浜・東京－古写真でみる風景－』 
有隣堂、平成 19(2007)年より【県立図書館所蔵 K74.1/82 常置】 

４－９：外観復元された小田原城天守 1/150 模型、株式会社童友社、【個人蔵】 

４－１０：外観復元で参照された小田原城天守模型 

「小田原城天守模型等調査研究報告書」小田原市教育委員会・小田原城天守模型等調査団、 
平成 29(2017)年、【県立図書館所蔵 K06.7/4/183 常置】 

 

４．小田原の廃城 〔県立公文書館が担当する解説パネル内に掲示した参考画像〕 

４－１：現在の小田原城天守外観 

【公文書館スタッフ撮影】 

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/odawaracastle/%E3%80%91
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/odawaracastle/%E3%80%91
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４－２：安土城天主 

加藤理文『よくわかる日本の城 日本城郭検定公式参考書』学研プラス、平成 29(2017)年 
【個人蔵】 

４－３：戊辰戦争の戦場となった主な城 

前掲『よくわかる日本の城 日本城郭検定公式参考書』より 

４－４：解体中の小田原城天守 

『よみがえる小田原城 史跡整備 30 年の歩み』小田原城天守閣、平成 25(2013)年より 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K20-7-0009、県立図書館所蔵 K52/7/19 常置】 

４－５：天守の無い天守台 

前掲『よみがえる小田原城 史跡整備 30 年の歩み』より 

４－６：明治維新後の存城と師団要塞・鎮守府配置の関係 
森山英一『名城と維新－維新とその後の城郭史－』日本城郭資料館出版会、昭和 45(1970) 
【県立図書館所蔵 559.9/14】 

４－７：「小田原城南曲輪西南二重櫓」”The Far East” 明治 4(1871)年 12月 1日号掲載 

横浜都市発展記念館・横浜開港資料館編『文明開化期の横浜・東京－古写真でみる風景－』、 
有隣堂、平成 19(2007)年より【県立図書館所蔵 K74.1/82 常置】 

４－８：新聞コラム「神奈川の記憶:66 東大史料編纂所の古写真研究」の部分 

朝日新聞平成 29 年 5 月 6 日付横浜版より 

４－９：天守閣復興風景 

前掲『よみがえる小田原城 史跡整備 30 年の歩み』より 

４－１０：小田原城内見取り図 

小田原城天守閣内解説パネルより 

４－１１：復元された小田原城銅門 

小田原市ホームページより 
【 http://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko/odawaracastle/castlepark/akaganemon/】 

 

５．「破壊」から「保存」へ 〔県立公文書館が担当する解説パネル内に掲示した参考画像〕 

資料番号：資料名 
     出典資料 著作者   出版年 
     【所蔵機関、入手元】 

５－１：蜷川式胤の肖像写真 

蜷川親正編『〔新訂〕観古図説 城郭之部』中央公論美術出版､平成 2(1990)年より、【個人蔵】 

５－２：蜷川式胤の居宅位置 

前掲『〔新訂〕観古図説 城郭之部』より 

５－３：蜷川式胤による旧江戸城写真記録の伺書 

前掲『〔新訂〕観古図説 城郭之部』より 

５－４：蜷川家に残る写真機材 

前掲『〔新訂〕観古図説 城郭之部』より 

５－５：高橋由一画「鮭」 

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko/odawaracastle/
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko/odawaracastle/
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【wikipedia】 

５－６：「旧江戸城写真帖」より第 16,24,31図 

  第 16 図 多門跡、上梅林ノ渡り門、塩見多門跡、番所、二ノ丸門 
  第 24 図 水イド、北ツメノ岩岐多門、北ツメノ渡門 
  第 31 図 中ノ渡り門、重箱櫓、多門 

前掲『〔新訂〕観古図説 城郭之部』より 

５－７：集古館建設之義ニ付大学献言 

「古器旧物保護ノ儀御布達申立・附出雲国造ヘ別途御達申立 公文録・明治四年・第三十九 
巻・辛未五月～七月・大学伺」より【国立公文書館デジタルアーカイブ】 

５－８：古器旧物保存ノ事 明治四年五月二十三日 

「相模国足柄上郡中沼村外七ヶ村組合文書 御布令（民政掛ヨリノ御順達写）」明治 4(1871) 
年より【県立公文書館所蔵 古文書･私文書 2200900574】 

５－９：乙第２２号社寺宝物、古文書取調の件 

相模国足柄上郡皆瀬川村 井上家文書〔太政官布達綴〕明治 12(1879)年 05 月 19 日より 
【県立公文書館所蔵 古文書･私文書 2199401488】 

５－１０：太政官布達乙第２２号の活字版 

「官令全書 内務省御達 乙号明治 12 年之部」 
【国立国会図書館デジタルコレクション】 

５－１１：ウィーン万国博覧会(1873 年)日本パビリオン内部 

【国立国会図書館電子展示会「ウィーン万国博覧会」 
http://www.ndl.go.jp/site_nippon/vienna/data/159996.html】 

５－１２：蜷川式胤『観古図説 陶器之部』表紙、内容の一部 

【東京文化財研究所 
http://www.tobunken.go.jp/~joho/japanese/project/catalog002_pict001.html】 

５－１３：「名勝旧蹟保存費補助規程他 昭和 19年参事会議案原稿」 

【県立公文書館所蔵 歴史的公文書 県会-1944-12】 

５－１４：神奈川県令第 41号 

『神奈川県公報』第 387 号 大正 5 年 6 月 27 日 
【県立公文書館所蔵 行政刊行物･図書 K315-0-0020】 

５－１５：空襲により炎上する名古屋城天守 

【wikipedia】 

５－１６：国宝・重要文化財に指定されている天守 

【wikipedia】 

 

■多目的ルーム前■ 

６．県立図書館周辺の風景〔県立図書館が担当する のぞきケース内の展示資料〕 

資料番号：資料名 

     出典資料 著作者   出版年 
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     【所蔵機関、入手元】 

６－１：『横浜野毛伊勢山従海岸鉄道蒸気車ノ図』〔複写〕 
歌川広重（３代）画、紅英堂板、明治初年 

     【県立図書館所蔵 K72.13/2 常置】 

６－２：「伊勢山大神宮」〔複写〕 

     『明治前期手書彩色関東実測図 067』日本地図センタ－、平成 3(1991)年、 

【県立図書館所蔵 291.3/106/2 常置、県立公文書館所蔵 図書・行政刊行物 G29-0-0085】 

６－３：『埋文よこはま ３５』 

     横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センタ－、平成 28(2016)年 

 【県立図書館所蔵 ZC1629 常置】 

６－４：「横浜御着港、御用邸へ」 
『明治天皇、横濱へ―宮内省文書が語る地域史』横浜開港資料館・宮内庁宮内公文書館 共編、

横浜市ふるさと歴史財団、平成 28(2016)年 

    【県立図書館所蔵 K28.1/619 常置、県立公文書館所蔵 図書・行政刊行物 K28－1－0161】 

 

６．県立図書館周辺の風景〔県立図書館が担当する“解説パネル”に使用した画像の出典〕 

“県立図書館周辺の風景” 『〔復刻版〕横浜実測図 明治 14年』(部分) 

  昭和礼文社、【県立図書館所蔵 K292.1/4A 常置】 

“伊勢山皇大神宮” 「完成直後の新社殿」 

  『〔復刻版〕THE FAR EAST vol.2』明治 4(1871)年 10月 2日号 

        雄松堂書店、昭和 50(1975)年、【県立図書館所蔵 K07.1/16/2 常置】 

“瓦斯会社（横浜瓦斯局）” 「横濱瓦斯局」 

 『横濱銅版畫―文明開化期の建築―』神奈川県立博物館編、有隣堂、昭和 57(1982)年、 

【県立図書館所蔵 K72.1/104 常置】 

“伊勢山離宮” 「紅葉坂と紅葉橋」 

    『開化写真鏡―写真にみる幕末から明治へ―』大和書房、昭和 50(1975)年、 

 【県立図書館所蔵 K74/12 常置】 

 

お問合せ先 

神奈川県立図書館 地域情報課 

電話：０４５－２６３－５９０４ 

図書館ホームページ：http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/yokohama/ 

 

神奈川県立公文書館 資料課 

電話０４５－３６４－４４６１ 

公文書館ホームページ  http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f1040/ 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/yokohama/
http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/yokohama/

